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【はじめに】 反射型クロミック特性（調光ミラー特性）を示す材料の中でも，Mg-Ni 薄膜は，

水素化すると最も高い可視光透過率を有することから[1]，本研究室では，Mg-Ni 薄膜に注目し，

Mg 膜と Ni 膜を交互に堆積する方法を用いて検討を行った。その結果，薄膜内部の水素吸蔵合金

として知られる Mg2Ni が，Mg を室温にて水素化又は脱水素化するための触媒として作用するこ

とを明らかにしている[2]。また，水素吸蔵合金である Mg2Cu も Mg2Ni 合金と同様に，触媒とし

て作用することも明らかにしている[3]。しかし，水素吸蔵合金である MgZn2合金の検討を行った

結果，Mg-Zn 薄膜において調光ミラー特性を得ることができなかった[4]。これは，水素と結合し

ない合金は，触媒として機能しないことを示唆していると考えられた。 
そこで本研究では，Mg を水素化，脱水素化するための触媒となる添加材料を探索するため，水

素化時の添加材料の吸熱・排熱に注目し，Ni と同様に，水素化時に吸熱反応を示す Fe を添加材

料として用い，Mg-Fe 薄膜の検討を行ったため，以下に報告する。 
【実験方法】 Pd 膜，Mg 膜，Fe 膜の堆積にはマグネトロンスパッタ法を用いた。堆積時の基板

温度は室温とし，Mg 膜と Fe 膜の膜厚比を変化させ，

Mg と Fe の二層積層膜を作製した。二層積層膜の厚さを

約 40nm 及び 100nm とした。放電ガス圧を 8mTorr，放

電電流をMg膜は200mA，Fe膜は300mAとした。約40nm
の Mg-Fe 薄膜の上に，水素分離層として Pd を室温にて

約 5nm 堆積させた。基板にはスライドガラスを使用し

た。 
【実験結果及び検討】 図 1 に Mg と Fe の膜厚比 1:1
及び 5:1 にて堆積した Mg-Fe 薄膜の X 線回折測定の結

果を示す。この結果より，作製された膜からは，Mg(002)
面及び Fe(110)，(211)面からの回折ピークが観測され，

化合物に起因する回折ピークは観測されていないこと

が分かる。これは，非固溶である Mg と Fe が，薄膜に

した場合も同様に非固溶であることを示していると考

えられる。 
 図 2 に膜厚比 5:1 にて堆積した膜厚約 40nm の Mg-Fe
薄膜の上に約 5nm の Pd を堆積した試料の透過率測定結

果を示す。この結果より，作製した薄膜の水素化時の最

大透過率は，約 5％であることが分かる。また，短波長

側で急峻に透過率が上昇していることも分かる。 
 上記以外の結果及び詳細に関しては当日報告する。 
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図 1 Mg-Fe 薄膜の X 線回折測定結果 
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図 2 Pd/Mg-Fe 薄膜の透過率測定結果 
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